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司
馬
凌
海
の
佐
渡
、
長
崎
か
ら
東
京
の
時
代
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
に
医
学
史
的
な
資
料
に
基
づ
い
た
若
干
の
報
告
が
あ
る
。

演
者
は
、
第
一
○
一
回
日
本
医
史
学
会
総
会
（
京
都
平
成
十
二
年
）

に
お
い
て
、
凌
海
の
生
涯
全
般
に
つ
い
て
の
概
略
と
遺
跡
の
現
状

に
つ
い
て
講
演
し
た
。
し
か
し
、
凌
海
の
名
古
屋
時
代
（
明
治
九
年

か
ら
十
二
年
）
に
つ
い
て
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
時
に
名
古
屋
市
の

中
心
地
が
ほ
ぼ
壊
滅
的
な
戦
禍
を
受
け
た
た
め
現
存
す
る
資
料
が

乏
し
く
、
こ
れ
ま
で
詳
し
い
検
討
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
。

今
回
、
主
と
し
て
名
古
屋
大
学
に
保
管
さ
れ
て
い
る
資
料
を
中
心

と
し
て
、
凌
海
の
名
古
屋
時
代
の
足
跡
を
辿
っ
た
。
そ
の
一
部
を

報
告
す
る
。

一
、
愛
知
県
へ
の
雇
入
れ

明
治
九
年
五
月
十
六
日
付
の
愛
知
県
布
達
第
百
三
号
に
よ
れ
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司
馬
凌
海

口
そ
の
名
古
屋
時
代
（
明
治
九
～
十
二
年
）

高
橋

昭

ば
、
県
公
立
病
院
に
雇
用
し
て
い
た
教
師
米
人
ョ
ン
グ
ハ
ン
ス
が

満
期
と
な
っ
た
た
め
、
ホ
ン
・
ロ
レ
ー
ッ
を
教
師
と
し
て
、
凌
海

を
副
教
師
、
通
弁
、
兼
医
学
校
教
師
と
し
て
雇
入
れ
た
（
愛
知
県
布

達
類
聚
、
明
治
九
・
十
年
）
。

凌
海
は
、
明
治
七
年
九
月
に
東
京
医
学
校
長
を
罷
免
さ
れ
た
相

良
知
安
に
関
連
し
て
、
そ
の
後
に
同
校
を
辞
職
し
た
。
ロ
ー
レ
ッ

と
と
も
に
凌
海
が
愛
知
県
へ
雇
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
背
景

の
資
料
は
な
い
が
、
凌
海
と
親
交
の
あ
っ
た
松
本
良
順
の
推
薦
が

あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

二
、
医
学
講
習
場
に
お
け
る
講
義
内
容

愛
知
県
公
立
病
院
及
医
学
校
第
一
報
告
に
、
ロ
ー
レ
ッ
と
凌
海

の
担
当
し
た
教
授
項
目
の
記
載
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
ロ
ー

レ
ッ
は
外
科
通
論
を
担
当
し
、
凌
海
は
診
断
学
、
薬
物
学
、
ラ
テ

ン
語
、
処
方
学
な
ど
の
講
義
を
担
当
し
、
さ
ら
に
ド
イ
ツ
語
も
教

授
し
た
。

ま
た
、
愛
知
県
布
達
二
二
号
（
明
治
九
年
五
月
）
に
は
、
そ
れ

ま
で
英
学
を
も
っ
て
教
授
し
て
き
た
と
こ
ろ
を
廃
し
、
今
後
は
独

逸
学
を
も
っ
て
教
授
す
る
と
あ
る
。
東
京
医
学
校
は
明
治
二
年
以

来
の
ド
イ
ツ
医
学
導
入
政
策
に
添
っ
て
教
育
が
整
備
さ
れ
て
い
た
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が
、
そ
れ
以
外
の
日
本
の
医
学
校
は
ほ
と
ん
ど
が
英
米
藺
系
の
医

学
教
育
を
し
て
い
た
の
で
、
恐
ら
く
東
京
医
学
校
に
次
い
で
ド
イ

ツ
語
に
よ
る
ド
イ
ツ
系
の
医
学
教
育
が
採
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

ロ
ー
レ
ッ
と
凌
海
は
協
力
し
な
が
ら
、
教
則
の
改
革
に
努
力

し
、
洋
式
の
近
代
的
な
病
院
お
よ
び
医
学
校
の
建
築
に
腐
心
し
た

の
も
こ
の
頃
で
あ
る
。
翌
明
治
十
年
七
月
に
天
王
崎
に
新
病
院
の

落
成
を
み
て
い
る
が
、
そ
の
直
前
の
四
月
に
凌
海
は
満
期
で
解
雇

に
な
っ
て
い
る
。

三
、
日
本
人
に
よ
る
最
初
の
病
理
解
剖

明
治
九
年
七
月
に
、
凌
海
は
愛
知
県
の
東
北
部
の
山
村
で
あ
る

し
だ
ら

設
楽
郡
上
津
具
村
（
現
在
の
北
設
楽
郡
津
具
村
釜
石
）
に
住
む
診
断

不
明
の
患
者
の
往
診
依
頼
を
受
け
た
。
凌
海
が
弟
子
数
名
を
連
れ

て
籠
に
乗
り
名
古
屋
か
ら
二
泊
三
日
か
か
っ
て
到
着
し
た
折
り
に

は
、
患
者
は
死
亡
し
た
直
後
で
あ
っ
た
。
凌
海
は
患
者
の
病
歴
を

子
細
に
検
討
し
、
子
宮
外
妊
娠
の
可
能
性
を
家
族
に
説
明
し
、
病

理
解
剖
を
申
し
入
れ
た
。
家
族
の
了
解
の
も
と
に
病
理
解
剖
が
行

わ
れ
、
剖
検
の
結
果
こ
れ
が
確
認
さ
れ
た
（
愛
知
県
公
立
病
院
及
医

学
校
第
一
報
告
）
。
恐
ら
く
、
日
本
人
に
よ
る
最
初
の
病
理
解
剖
で

あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

凌
海
ら
に
よ
る
往
診
は
愛
知
県
か
ら
の
指
示
に
よ
る
公
的
な
も

の
で
あ
り
、
剖
検
さ
れ
た
患
者
の
墓
石
は
愛
知
県
に
よ
り
建
立
さ

れ
た
。
こ
の
石
碑
は
現
存
し
て
お
り
、
愛
知
県
建
立
、
明
治
九
年

七
月
三
日
、
お
よ
び
奇
瘤
妙
果
禅
定
尼
の
戒
名
が
刻
ま
れ
て
い

ブ
（
》
○

四
、
後
藤
新
平
と
の
関
係

凌
海
の
愛
知
県
へ
の
雇
用
に
や
や
遅
れ
、
明
治
九
年
八
月
二
五

日
に
後
藤
新
平
が
愛
知
県
病
院
三
等
医
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。
十

月
か
ら
後
藤
は
凌
海
の
家
塾
に
入
り
、
独
逸
学
を
教
わ
っ
た
。
こ

の
頃
、
凌
海
は
『
リ
ョ
ン
の
衛
生
観
察
お
よ
び
裁
判
医
学
」
、
「
仏

蘭
西
の
馬
の
解
剖
学
』
の
翻
訳
口
述
を
行
い
、
後
藤
が
こ
れ
を
筆

記
し
た
。

五
、
凌
海
は
明
治
十
年
に
公
立
医
学
校
を
辞
し
た
後
、
名
古
屋

で
開
業
を
目
指
し
て
い
た
。
こ
の
頃
、
肺
結
核
を
発
病
、
明
治
十

二
年
に
名
古
屋
を
去
り
、
上
京
の
途
次
に
神
奈
川
県
戸
塚
で
残
し

た
。

（
名
古
屋
大
学
名
誉
教
授
）


